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Chapter6 映画表現の発達(1) ～ｻｲﾚﾝﾄからﾄｰｷｰへ　
1.「トーキー映画」の誕生
「キネトスコープ」を発明したエディソンは、リュミエールのシネマトグラフに刺激され、投影式ヴァイタスコープを考案するが、当時彼は、すでに映画と円筒式蓄音機フォノグラフとを結合させたシントフォノグラフという装置を考えていたといわれる。

『ジャズシンガー』（1927）：　初めての「トーキー映画」が誕生。この映画は一巻９分の上映時間にあわせた16インチのレコードを作り、タイミングをそろえて再生するディスク式トーキーだった。主演アル・ジョソンソンのせりふ、「ちょっと待って、ちょっと待って、お楽しみはこれからだ。」は、トーキー映画の楽しさを象徴する台詞となった。まもなく、音声を光学的にフィルムの脇に記録する「光学式トーキー」が開発され、音声は「サウンドトラック」に収録されることになる。レコードが傷ついてすぐに使えなくなることや、絵と音のシンクロ（同調）がずれる悩みはこれによって解消した。
　『嘆きの天使』（1930）：　「ことばの壁」をのりこえるため、ウーファは、ドイツ語版のほかに、英語版やフランス語版を動じいつくるという方法をとった。マナート・デートリッヒ主演の「嘆きの天使」には英語版が同時製作され、外国への輸出の拡大がはかられた。これは吹き替えではなく、撮影時において、俳優がドイツ語で演技をしたあと、同じカットを英語でもう一度しゃべって同時録音された。

＊参考文献「ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ昭和4　トーキーは世界をめざす」ＮＨＫドキュメント昭和取材班　昭和61年　角川書店
2.トーキー化による映画表現の変化　
　サイレント（無声）映画の時代には、無声映画独特の映画表現の方法が探求され、それなりに芸術的な成果があった。またサイレント映画では、撮影の途中で監督が大声で指示することができ、俳優は台詞を憶えていなくても、美声でなくても構わなかった。

　日本では、弁士がサイレント映画の上映中に、映画そのものよりも、弁士自身の演出や声色で映画を自在に改変して弁士中心のショーにしてしまう面があり、大衆も弁士の講談を楽しむ娯楽となっていた。

　トーキー化によって、これらの事情は一変し、映画に新しいリアリズムが加わった。それは映画芸術の大きく花開かせたが、いっぽうでサイレント映画ならでは表現力を信じ、トーキー映画の時代になってもサイレント映画の表現方法で優れた作品を遺したチャールズ・チャプリンのような人もいた。

　『雨に唄えば』（1952）：　ジーン・ケリー、スタンリー・ドーネン監督。映画がトーキー化される時代の撮影所の内幕をコミカルな風味で描いたミュージカル映画。このなかで用いられている演出には、映画に音声がつくことで、映像を音声が補うというだけでなく、時に台詞と映像が逆さまのことを伝えることができる面白さについて指摘できるシーンがある。
　『モダンタイムス』（1936）：　製作・監督・脚本・作曲チャールズ・チャプリンによる喜劇映画。現代の工業化社会で人間の尊厳が失われ機械の一部のように働かされることを皮肉った喜劇映画。サイレント映画のトーキー版とでもいうような演出方法がとられている。言葉の力に頼らないサイレント映画は、世界中の人々に理解してもらえる優れた表現手段であるという主張が結実したものとして現在も高く評価される作品の一つ。
3.「自然な会話」を編集で演出するテクニック

　

映画を編集するとき、カットとカットを、ただ台詞の順番通りに並べても、リアルな会話は演出できない。実際の人間の会話を分析してみると、相手が完全に話し終わる前に、次々に会話が連なっていくことがわかる。これをノンリニア編集機の編集機能のうえで演出するためには、インサートと呼ばれる技術を使い、前のカットの台詞が終わる前に次のカットの台詞を、コンマ数秒という単位で、わずかに重ねるという編集作業（音声のズリ上げ・ズリ下げ）をおこなっていく必要がある。
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トーキー化による映画演出の進化　
○「自然な会話」を編集で演出するテクニック
　映画を編集するとき、カットとカットを、ただ台詞の順番通りに並べても、リアルな会話は演出できない。実際の人間の会話を分析してみると、相手が完全に話し終わる前に、次々に会話が連なっていくことがわかる。これをノンリニア編集機の編集機能のうえで演出するためには、インサートと呼ばれる技術を使い、前のカットの台詞が終わる前に次のカットの台詞を、コンマ数秒という単位で、わずかに重ねるという編集作業（音声のズリ上げ・ズリ下げ）をおこなっていく必要がある。

○音声の「台詞こぼれ」の演出のためのノンリニア編集機上でのインターフェイス
	　　【①台詞の順序に並べた場合】
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	←メインＡＶトラック

　（映像と音声が

　　一体となっている）

	

	【②インサート編集を使い音声のズリ上げズリ下げ　　

　　　　　　　　　　　

　　｜←２sec→｜　　　　　　　　　　　　　　　　←　　*　　→　　
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	を行って編集した場合】
←　　*　　→　　　の部分は「メインＡＶトラック」と「インサートＡＶトラック」が重なっていることを示す。この部分では、映像は「インサートＡＶトラック」が再生され、音声は「メインＡＶトラック」と「インサートＡＶトラック」の音声がＭＩＸして再生されるため、映像カットに対しての音のズリ上げズリ下げという編集技法を使うことができる。
　この編集ポイントでは、前カットの台詞尻と後カットの台詞頭が５fr（5/30sec＝0.16sec.）重なっている。
←メインＡＶトラック

←インサートＡＶトラック




○研究（実験）結果
　上のインターフェイスをタイムケージで計測すると、自然な会話のリズムで編集するには、５フレーム（5/30秒＝0.16秒）から８フレーム（8/30秒＝0.26秒）程度を重ねて編集した時に、もっともリズムが良く、観客をひきこむ展開ができるようになった。このように、編集によって会話の間をコントロールすることにより自然な会話が演出できる。この技法を応用すれば、会話の間を詰めたり、空けたりすることによって監督が意図する演出が可能であることがわかった。

